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視
察
期
間

平
成
十
八
年
十
月
二
十
四
日
か
ら

十
月
二
十
五
日
ま
で

視
察
先
と
視
察
事
項

▽
静
岡
県
熱
海
市

・
集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
事
業
仕
分
け
）
に

つ
い
て

▽
静
岡
県
伊
東
市

・
防
災
対
策
に
つ
い
て

視
察
概
要

熱
海
市
、
人
口
四
万
二
千
人
の
国
際
観
光

温
泉
文
化
都
市
で
あ
る
。
観
光
客
は
年
間
八

百
万
人
、
宿
泊
者
三
百
万
人
、
年
々
観
光
客

が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
。
い
ま
、
熱
海
市

は
財
政
が
危
機
的
状
況
に
あ
っ
て
、
全
庁
挙

げ
て
必
死
に
行
財
政
改
革
を
推
進
中
と
い

う
。「

集
中
改
革
プ
ラ
ン
」（
期
間
五
年
間
）
の

内
容
事
項
は
、
ほ
ぼ
本
市
と
同
じ
で
、
民
間

委
託
等
の
推
進
、
職
員
定
数
管
理
・
給
与
等

の
適
正
化
、
事
務
事
業
の
再
編
、
整
理
、
廃

止
、
統
合
等
の
六
項
目
。
達
成
効
果
を
金
額

で
表
示
す
る
な
ど
プ
ラ
ン
内
容
は
綿
密
。
参

考
に
し
た
く
な
る
点
が
多
い
。

熱
海
市
が
取
り
組
む
「
事
務
事
業
仕
分
作

業
」
は
、
当
時
の
市
長
が
導
入
を
決
断
。
施

策
の
事
務
事
業
か
ら
市
単
で
一
千
万
円
以
上

を
洗
い
出
し
た
千
三
百
余
件
。
平
成
十
八
年

度
は
そ
の
内
四
百
件
を
対
象
に
、
公
募
、
県

職
員
な
ど
選
任
の
十
名
の
評
価
委
員
が
公
開

の
場
で
担
当
者
の
説
明
を
受
け
て
、
検
証
し

仕
分
け
る
も
の
。
そ
の
結
果
、
不
要
二
、
民

間
委
託
五
、改
善
実
施
六
十
七
な
ど
を
提
言
。

削
減
経
費
は
一
億
七
千
万
円
。
職
員
の
意
識

向
上
に
も
つ
な
が
り
効
果
が
あ
る
と
の
評
価

で
、
今
後
、
残
り
を
実
施
す
る
な
ど
熱
海
市

の
財
政
再
建
の
姿
勢
は
他
山
の
石
と
し
た

い
。伊

東
市
、
人
口
七
万
五
千
人
、
花
と
海
と

い
で
湯
の
観
光
都
市
で
あ
る
。

伊
東
市
は
東
海
地
震
の
地
震
防
災
対
策
強

化
地
域
で
あ
り
、
周
辺
に
は
津
波
、
海
底
火

山
噴
火
等
の
災
害
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

市
街
地
を
抜
け
た
高
台
に
、
船
の
帆
を
イ

メ
ー
ジ
の
ガ
ラ
ス
張
り
庁
舎
に
ま
ず
驚
く
。

平
成
七
年
新
築
で
建
設
費
一
〇
〇
億
円
。

庁
舎
内
ロ
ビ
ー
横
に
八
億
円
を
か
け
た
防

災
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。災
害
対
策
の
本
部
室
、

対
策
室
、
ス
タ
ジ
オ
兼
放
送
室
が
あ
り
、
防

災
機
器
は
充
実
さ
れ
、
最
新
の
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
導
入
、
通
信
六
〇
回
線
確
保
な
ど
、

い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で
な
い
東
海
地
震
か

ら
市
民
、
来
遊
者
の
生
命
と
財
産
を
守
る
拠

点
整
備
を
行
っ
た
と
の
こ
と
。
伊
東
市
の
防

災
行
政
の
積
極
さ
を
見
聞
し
た
。

一
方
、
市
内
一
円
が
自
主
防
災
組
織
化
さ

れ
、
十
六
の
連
合
自
治
防
災
会
、
百
三
十
八

の
自
主
防
災
会
が
あ
る
。
防
災
訓
練
は
年
二

回
、
自
主
防
災
組
織
主
体
で
実
施
、
地
域
防

災
が
徹
底
し
市
民
の
危
機
意
識
が
強
い
。

災
害
広
報
の
手
段
は
、
本
市
と
同
じ
く
同

報
無
線
、
Ｃ
Ａ
Т
Ｖ
も
重
視
、
災
害
情
報
は

三
〜
四
分
で
全
市
民
に
伝
え
る
と
い
う
。
行

政
、
地
域
、
市
民
一
体
の
協
働
で
防
災
対
策

を
実
践
す
る
先
進
地
で
あ
っ
た
。
本
市
が
取

り
組
む
課
題
は
多
い
。

視
察
期
間

平
成
十
八
年
十
月
十
七
日
か
ら

十
月
十
八
日
ま
で

視
察
先
と
視
察
事
項

▽
奈
良
県
大
和
郡
山
市

・
高
齢
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て

▽
京
都
府
向
日
市

・
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

視
察
概
要

高
齢
化
率
十
九
・
六
〇
％
の
大
和
郡
山
市

は
、
高
齢
者
の
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
は
、「
食

の
自
立
支
援(
配
食
サ
ー
ビ
ス)

事
業
」
と
し

て
、
調
理
が
困
難
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
に
週
三
回
食
事
を
配
達
す
る
も
の
で
、
同

時
に
安
否
確
認
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
お
げ
ん
き
ふ
れ
あ
い
事
業
」
と
し
て
、
高

齢
者
の
外
出
の
機
会
を
奨
励
し
、
生
き
が
い

対
策
の
ひ
と
つ
と
す
る
も
の
で
、
七
十
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
に
外
出
の
手
助
け
を
し

て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
高
齢
化
率
二
十

四
・
一
七
％
、
四
人
に
一
人
が
高
齢
者
で
あ

り
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
一
考
す
る
視
察
で
し
た
。

向
日
市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
、
ま
た
子
ど
も

を
持
つ
こ
と
、
育
て
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

「
子
育
て
支
援
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
主
な
事
業
は
、
本
年
八
月
二
十
一
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た「
病
後
児
保
育
事
業
」

は
、
お
子
さ
ん
が
病
気
の
回
復
期
に
向
か
っ

て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
保
育
所
な
ど
に
通
え

な
い
期
間
で
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
家
庭

で
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
、
診
療
所
に
併

設
し
た
保
育
ル
ー
ム
で
保
育
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

と
し
て
、
地
域
に
お
い
て
育
児
の
援
助
を
行

い
た
い
方
と
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
方
を

会
員
と
し
て
組
織
化
し
、
育
児
に
関
す
る
援

助
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
仕
事
と
育
児

を
両
立
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
た

め
の
事
業
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
は
多
く

の
利
用
者
が
あ
り
、
父
母
の
立
場
に
立
っ
た

行

政

視

察

報

告

行

政

視

察

報

告

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会



土 岐 市 議 会 だ よ り  土 岐 市 議 会 だ よ り  

11

き
め
細
か
い
事
業
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。

視
察
期
間

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日
か
ら

十
月
十
八
日
ま
で

視
察
先
と
視
察
事
項

▽
鹿
児
島
県
い
ち
き
串
木
野
市

・
地
場
産
業
育
成
に
つ
い
て

・
企
業
誘
致
に
つ
い
て

▽
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

▽
宮
崎
県
都
城
市

・
地
場
産
業
育
成
に
つ
い
て

視
察
概
要

い
ち
き
串
木
野
市
は
鹿
児
島
市
の
北
西
約

四
十
㎞
で
平
成
十
七
年
十
月
十
一
日
に
串
木

野
市
と
市
来
町
が
合
併
し
た
面
積
約
百
十
一

h
人
口
三
万
二
千
六
百
七
十
人
の
市
で
す
。

い
ち
き
串
木
野
市
は
か
っ
て
は
「
ま
ぐ
ろ

と
金
」
の
町
で
あ
っ
た
が
、
金
山
は
閉
山
と

な
り
、
ま
ぐ
ろ
も
他
県
の
漁
港
に
水
揚
げ
さ

れ
産
業
の
転
換
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て

き
た
。
現
在
で
は
、
水
産
業
か
ら
食
品
産
業

へ
の
転
換
を
図
る
べ
く
、
市
民
、
飲
食
業
と

一
体
と
な
り
開
発
さ
れ
た
、
ま
ぐ
ろ
の
頭
か

ら
の
ス
ー
プ
、
ラ
ー
メ
ン
を
使
用
し
た
「
ま

ぐ
ろ
ラ
ー
メ
ン
」
が
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
、

ま
ぐ
ろ
を
生
か
し
た
特
産
品
の
開
発
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
の
祭
り
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
も
、行
政
が
人
員
、

補
助
金
で
応
援
し
、
業
界
、
市
民
、
行
政
が

一
体
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
姿

勢
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

企
業
誘
致
で
は
、
総
面
積
約
六
十
㌶
の
西

薩
中
核
工
業
団
地
が
あ
り
、
現
在
十
九
社
が

操
業
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
焼
酎
工
場
、
か

ま
ぼ
こ
工
場
の
二
社
を
視
察
し
た
が
、
地
元

雇
用
も
含
め
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
て
い

る
様
子
が
伺
え
た
。

本
市
で
も
行
政
、
市
民
が
一
体
に
な
り
、

自
分
の
ま
ち
を
活
性
化
す
る
と
い
う
強
い
取

り
組
み
と
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
企
業
誘
致

に
は
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
痛
感
さ

れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
市
は
人
口
約
六
十
万
人
の
県
庁
所

在
地
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
缶
、
ビ

ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

類
、
紙
パ
ッ
ク
を
最
新
装
置
に
よ
り
選
別
、

圧
縮
処
理
を
行
い
資
源
化
す
る
施
設
で
あ

り
、
先
進
的
に
再
利
用
の
取
り
組
み
が
さ
れ

て
い
た
。
学
習
室
、
展
示
室
、
見
学
コ
ー
ス

が
あ
り
、
使
用
可
能
な
家
具
は
市
民
に
無
償

で
提
供
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
も
早
く
か
ら

分
別
収
集
を
し
て
お
り
、
ゴ
ミ
行
政
に
つ
い

て
は
先
進
的
で
あ
る
の
で
、
市
民
の
協
力
の

も
と
に
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
。ち

な
み
に
鹿
児
島
県
の
、
ほ
と
ん
ど
の
自

治
体
が
ご
み
は
無
料
と
の
こ
と
で
あ
る
。

都
城
市
は
宮
崎
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、

人
口
約
十
七
万
人
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
都
市

で
産
業
の
中
心
は
、
農
林
、
畜
産
で
あ
り
農

業
産
出
額
は
全
国
五
位
、
畜
産
の
う
ち
に
肉

用
牛
、
豚
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
全
国
一
位
と
な

っ
て
い
る
。地
場
産
業
と
し
て
食
品
製
造
業
、

家
具
製
造
業
が
あ
り
、
行
政
主
導
で
都
城
ブ

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
、
全
国
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
育
成
に
つ
な
げ
て

い
る
。
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
「
よ
か
も
ん
都
城
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
地

場
産
業
振
興
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

視
察
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
八
日

視
察
先
と
視
察
事
項

▽
石
川
県
七
尾
市

・
七
尾
駅
前
第
二
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

視
察
概
要

七
尾
市
は
、
人
口
約
六
万
二
千
人

の
港
町
で
、
昭
和
六
十
三
年
よ
り
駅

前
再
開
発
事
業
に
取
り
組
み
始
め
、

平
成
三
年
に
は
「
能
登
食
祭
市
場
」

を
オ
ー
プ
ン
し
、
年
間
九
十
万
人
が

訪
れ
る
街
と
な
り
、
平
成
七
年
に
は

再
開
発
ビ
ル
「
パ
ト
リ
ア
」
が
完
成

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
七
尾
駅
と
七
尾
湾
を
結
ぶ
街
路
事

業
を
中
心
と
し
た
御
祓
川
（
み
そ
ぎ
が
わ
）

故
郷
の
川
整
備
事
業
も
同
時
に
行
わ
れ
都
市

基
盤
整
備
も
進
ん
で
い
ま
し
た
。

七
尾
駅
前
第
二
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開

発
事
業
は
、
隣
接
す
る
第
一
地
区
（
パ
ト
リ

ア
）
に
続
き
行
わ
れ
た
事
業
で
あ
り
、
七
尾

駅
前
再
開
発
ビ
ル
「
ミ
ナ
・
ク
ル
」
に
は
商

業
施
設
や
ホ
テ
ル
、
市
の
健
康
福
祉
部
及
び

図
書
館
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
市
民
が
集
い
や

す
い
施
設
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
本
年
度

が
最
終
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
視
察
し
ま
し

た
。こ

の
事
業
に
つ
い
て
は
、
計
画
当
初
よ
り

約
二
十
年
携
わ
っ
て
い
る
担
当
の
七
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